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「高次構造天然物の全合成：制癌活性物質の探索と創製」

１．研究実施の概要

　制癌活性物質インゲノールの全合成に関しては、これまでに開発したこの特異な

４環性炭素骨格�の構築法を基盤として、この I に必要な官能基変換を施すことに

より、世界初の全合成を達成した。現在、各合成経路の精査を行っており、近日中

に論文として発表する予定である。

一方、IL-６活性阻害剤マジンドリンの合成に当たっては、フロインドリン骨格の不

斉構築を基盤とし、ジアステレオ選択的アルドール反応で得られる II の上に新たに

開発したケイ素の特徴を活用する５員環環化反応を施し、短工程でのマジンドリン

A及びBの効率的不斉全合成を可能にした。これらについては、現在、科学技術振興

事業団を通じて特許出願および取得の手続き中である。

また、NADH－フマレート還元酵素阻害活性を示す新規生理活性物質ナフレジンを

取り上げ、その絶対構造の決定を行うと共に、グルコース等を出発物質として得ら

れる合成中間体 III および IV の連結を経る効率的な不斉全合成を達成した。この

成果については、論文に取りまとめ近日中に発表する予定である。

その他の合成標的として、FO-７７１１-CC５、カズサマイシン、ハーキュリン、テルペ

ンドール等の生理活性物質の合成研究も併せて行っており、順調に進行している。
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２．研究実施内容

インゲノールの全合成
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ナフレジンの不斉全合成　
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